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第1号報告

平成28年度事業報告

1．衛生思想事業（継続事業　1）
1-1第42回くらしと健康展

事業名： 第43回くらしと健康展
日　時： 平成28年10月30日（日）　10:00～16:00
場　所： 京都府医師会館
内容： 血糖測定・HbA1c測定・臨床検査紹介資料配布
来場者： 約800名

検査数： 481件

参加数： 京臨技会員：15名（理事：6名、研究班員：7名、協力会員：2名）
報告者： 中村　和彦（京都和光純薬）

1-2京都府医療推進協議会主催イベント

事業名： 京都府医療推進協議会イベント「京都・健康と福祉のひろば」
日　時： 平成28年10月2日（日）　10：00～16：00
場　所： 京都市勧業館みやこめっせ　1階第2展示場AB面
来場者： 約3200人

1-3子宮頸がん啓発活動　LOVE49

事業名： 子宮頸がん啓発活動　LOVE49
日　時： 平成28年6月12日（日）　13：00～17：30
場　所： ゼスト御池　河原町広場
主　題1： 子宮頸がんについて
講　師1： 加藤　順子　技師（株式会社　セルネット）

主　題2： 子宮頸がん　パネルディスカッション
講　師2： 江口　光徳　技師（宇治徳洲会病院）、豊山　浩祥　技師（京都桂病院）他
参加数： 総数：40人（京臨技会員：18名）
報告者： 江口　光徳（宇治徳洲会病院）

1-4全国検査と健康展　京都会場（日臨技公益委託事業）

　昨年度は、定款を改訂して理事定数の増員を図りました。　役員改正年度にあたる昨年度は、5名の理事が退任いたし
ましたが　9名の新理事を迎え入れた23名体制で京臨技活動を運営いたしました。　とりわけ今年度には第57回日臨技近
畿支部医学検査学会を担当いたしますので、　学会の成功に向けた準備を最重要課題と捉えて活動し、学会企画の立
案や調整、ウェブサイトの立ち上げ、ポスター制作などを行いました。

昨年度のくらしと健康展は、例年通り「血糖測定」と「HbA1c測定」を継続して行いました。来場者が多数見込まれた
ため、15名の京都府臨床検査技師会員（理事、研究班員、協力会員）が実務員として測定を行いました。当日は、
秋晴れで良い気候に恵まれ、多くの人々が来場されました。検査コーナーは、終始行列で実務員に糖尿病に関す
る質問もあり、府民の健康や医療の関心の高さが伺われるイベントとなりました。最後まで大きなトラブルもなく、無
事に終了を迎えることができました。来場者アンケートの結果報告でも、検査コーナーは多数の方から大好評でし
た。

4月9日を「子宮頸がんを予防する日」として、全国各地で啓発活動が行われています。昨年度は会場確保の都合
により、6月12日の開催になりました。聴講者や通行者に子宮頸がん関連のパンフレットやチラシを配り知っていた
だくことが目的のため、イベントでは、子供たちのダンスチームやベリーダンスチーム、ギタリストなど総勢11チーム
に出演していただきました。多くの方が足を止めてみてくださり、啓発用のビラなど数多く配布できました。ステージ
発表の間に加藤技師による子宮頸がんに関する講演をしていただきました。パネルディスカッションでは婦人科の
先生や、長岡京市役所職員の方にも参加いただき、問題点を挙げながらより分かりやすく、楽しく子宮頸がんに関
わる話を進めていただきました。今回の啓発活動でも多くの方に知ってもらうきっかけになったと思います。

「子育てファミリーが健康で働き続けられる社会をつくりましょう」をテーマに開催されたイベントに対し、対象年齢が
低年齢化しているため、昨年度は展示ではなく抽選会景品の供出という形で協力しました。抽選会も比較的低年
齢層を対象としたものであるため、臨床検査技師に関連したものとして、「子供向け顕微鏡」を用意しました。子供
向けとはいえ、充分な倍率の得られるものであるため、興味を持ってもらうきっかけになるものと思います。

　さらに、一昨年度に続き「全国検査と健康展」を北部で開催して、　多数の一般市民参加があり、啓発活動に大きく寄与
できました。　そのほか「くらしと健康展」など　多くの衛生思想事業に参画して、京都府民の健康増進に貢献いたしまし
た。
　学術面におきましても引き続き生涯教育活動の支援を行いました。新たに遺伝子研究班を立ち上げて、さらなる充実も
図りました。
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事業名： 平成28年度日臨技「全国検査と健康展」京都会場
日　時： 平成28年11月26日（土）　10：00～15：00
場　所： ハピネスふくちやま
来場者： 138名
参加数： 実務委員：37名

（日臨技+京臨技会員：34名、賛助会員：1名、臨床検査専門医会医師：2名）
報告者： 四方　学（綾部市立病院臨床検査科）

1-5がん予防啓発｢子宮がんは予防できるか｣

1-6青少年へのSTI予防啓発教育事業

1-7京都府医師会・京都府臨床検査技師会合同研修会

事業名： 第30回京都府医師会・臨床検査技師会合同学術研修会
日　時： 平成28年12月10日(土)　14：45～17：10
場　所： TKP京都四条烏丸カンファレンスセンター
主　題1： 腫瘍マーカー検査の理想と現実　～分析法の比較検討～
講　師1： 岡崎　一幸　技師（京都大学医学部附属病院　検査部　主任）
主　題2： 腫瘍マーカー検査　～臨床的活用法と注意点～
講　師2： 松本　繁巳　先生（京都大学医学部附属病院　がん薬物治療科　准教授）
参加数： 総数：37名（京臨技会員：16名、医師会会員：21名）
報告者： 荻野　和大（三菱京都病院）

1-8あやべ食育・すこやかフェスティバル

事業名： 平成28年度あやべ食育・すこやかフェスティバル
日　時： 平成28年11月6日（日）　10：00～15：30
場　所： 綾部市保健福祉センター
来場者： 約750名
参加数： 総数：5名（京臨技会員：5名）

本事業は日臨技公益委託事業の一環として取り組みました。平成22年度は四条河原町周辺で会員16名によりチラ
シと啓発グッズを配布しました。平成23年度は「みやこメッセ」にて開催された「あすKYOフェスタ」の会場にてポス
ター展示とパンフレット配布を行いました。平成24年度は京都保健衛生専門学校にて、深田實江子氏（「心を育て
る性教育」研究会代表）による講演会、テーマ「心を育てる性教育」を開催し47人の参加でした。平成25年度は京
都保健衛生専門学校にて、深田實江子氏（「心を育てる性教育」研究会代表）による講演会、テーマ「心を育てる性
教育」を開催し50人の参加でした。以後日臨技公益事業が中止になったことにより、京臨技の本事業も中止となり
ました。

講演1では、腫瘍マーカー値は、感度・特異性が良好な測定系でどこの施設で測定しても同じ結果が得られる測定
法が理想ですが、現実は試薬、分析方法、対象物質、検体の性状などが多種多様です。これからは、腫瘍マー
カーのハーモナイゼーション（調和化）でばらつきが小さくなるよりよいデータを提供する必要性を学びました。講演
2では、腫瘍マーカーの臨床的意義とは、がんの治療判定効果とモニタリングであること。保険適応を考えての検査
であること。がんはゲノムの病気（胚細胞変異と体細胞変異）であること。近未来のがん治療の方向性は（英語で
Precision　Medicine　）、最良のがん個別化医療を切り開く事が必要であることが理解できました。

京都府臨床検査技師会として、綾部市健康啓発事業「あやべ食育・すこやかフェスティバル」へは2年連続2回目の
参加となりました。臨床検査技師チームは、脈波測定による「血管年齢測定」を担当し、測定と結果説明を行いまし
た。同時に、多くの医療スタッフとも地域医療に関していろいろな情報交換ができました。臨床検査技師の持つ技
術と知識を利用しながら、スタッフの一員として一般の方への健康啓発に協力していくことはいろいろな場面で可能
であることを再確認でき、非常に有益な機会となりました。

昨年度で4回目となる日臨技「検査と健康展」京都会場を、引き続き福知山市で行いました。生活習慣病予防やが
んの早期発見のための定期的な健診の重要性を啓発し、臨床検査についての理解を深めてもらうことを目的に11
ブースを準備しました。実際に顕微鏡を覗いていただき細胞検査の理解を深めていただいたり、除細動器をさわっ
ていただいて、もしもの時の初期対応の重要性についても理解していただきました。ブースでは、超音波検査、体
組成分析、内臓脂肪測定、血圧脈波測定、簡易ヘモグロビン検査に加えて、もの忘れチェックも体験していただき
ました。また高校生向け臨床検査技師職業紹介も行いました。今回の事業で、市民の方それぞれが自分自身の健
康に関心を持っていただくよいきっかけ作りができました。

本事業は日臨技公益委託事業の一環として取り組みました。平成22年度は四条河原町周辺で会員13名によりチラ
シと啓発グッズを配布しました。平成23年度は「みやこメッセ」にて開催された「あすKYOフェスタ」の会場にてポス
ター展示とパンフレット配布を行いました。平成24年度はホテル京阪京都にて、加藤順子技師（日本セルネット）に
よる講演会、テーマ「子宮頸がんは予防できる」を開催し69人の参加でした。平成25年度は京都保健衛生専門学
校にて、加藤順子技師（日本セルネット）による講演会、テーマ「子宮頸がんは予防できる」を開催し45人の参加で
した。以後日臨技公益事業が中止になったことにより、京臨技の本事業は子宮頸がん啓発活動に一本化しました。
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報告者： 四方　学（綾部市立病院臨床検査科）

1-9舞鶴糖尿病講演会

事業名： 舞鶴糖尿病講演会
日　時： 平成28年10月29日（土）　12：30～15：30
場　所： 舞鶴市中総合会館
来場者： 118名
参加数： 実務委員：7名（京臨技会員：7名）
報告者： 四方　学（綾部市立病院臨床検査科）

2．精度管理事業（継続事業　2）
2-1精度管理事業

事業名： 第32回京臨技精度管理調査
日　時： 平成28年10月18日～11月11日

2-2合同報告会

事業名： 第32回京臨技精度管理調査合同報告会
日　時： 平成29年3月4日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都府立医科大学基礎医学舎
主　題1： 各研究班精度管理報告
講　師1： 各研究班精度管理委員
参加数： 総数：79名（京臨技会員：71名）
報告者： 江口　光徳（宇治徳洲会病院）

2-3京都衛生検査所精度管理専門家会議

　　　　　　日　時： 平成29年2月13日（土）　14：00～
場　所： 京都大学医学部病理組織検査室

3．研究講習事業（継続事業　3）

3-1学術研究班
Ａ．【生理検査】

学発番号： 学16-008号★
事業名： 心電図検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年6月9日（水）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 心電図基礎　基本的な読み方のポイント
講　師1： 多田　淳史　技師（京都工場保健会）
参加数： 総数：52名（京臨技会員：44名）
報告者： 寺林　奈美(京都民医連中央病院）

学発番号： 学１6-009号★

京都衛生検査所精度管理専門家会議へ参加し、立入検査にも同行しました。

昨年度の精度管理調査は63施設が参加されました。評価をA～Dに統一すること、正解率は70％以上を目標にす
ること、評価の思わしくない施設にはアドバイスを付記することなどを確認しました。精度管理委員が変更になった
研究班がいくつかあり、精度管理担当理事も新しくなったこともあって色々とトラブルが発生し、ご迷惑をおかけいた
しました。今後はよりよい精度管理調査事業ができるよう、担当理事、各研究班精度管理担当者が協力して行って
いきます。また、地臨技でないとできなうような「小回りの利く精度管理調査」を目標に取り組みます。

昨年度も各研究班合同で、精度管理調査合同報告会を行いました。各研究班の精度管理委員よりそれぞれの分
野の解答、解説をしました。全体的にはおおむね良好な精度であったと思いますが、一部評価の悪かった施設の
分析をしっかりとしている研究班もありました。精度管理と研修会のリンクなどを含め、各研究班の努力により京都府
全体の精度が向上していけば良いと感じました。また、日臨技の進めている精度保証認定制度認証に必要な「精
度管理に関する研修会への参加」に合致する本報告会は、益々重要になると考えます。

舞鶴市の健康啓発事業「舞鶴糖尿病講演会」に、京都府臨床検査技師会として初めて参加しました。当日は、
看護師と協力して、100人を超える来場者を相手に、血糖とヘモグロビンＡ1ｃの測定を担当しました。さらに得ら
れた結果の意味を説明しました。この行事は、看護師以外に医師、保健師、歯科衛生士、保健所の方など多く
の医療スタッフが参加されていたため、地域医療に関していろいろな情報交換もできました。臨床検査技師の
持つ技術と知識を利用しながら、スタッフの一員として一般の方への健康啓発に協力していくことはいろいろな
場面で可能であり、今回の事業は今後の臨床検査技師会活動の展開を考える上で、非常に有益な機会となり
ました。

研修会38回、講演会17回、実技講習会10回（65　回）開催しました。他府県からの参加者も多く、参加総数1,854
名、京臨技会員1,227名でした。昨年度は、遺伝子検査研究班を発足しました。また、南部研究班活動も定着しま
した。各研究班が試行錯誤して、参加者が満足する進化した研修会を開催しました。
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事業名： 肺機能検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年6月23日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 肺機能検査　（初級）正確な検査結果を出すために注意するべき事
講　師1： 長谷川　訓大　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：43名（京臨技会員：39名）
報告者： 枡田　昌未（康生会武田病院）

学発番号： 学16-019号★
事業名： 腹部超音波検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年7月21日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 腹部超音波検査の基本走査　～肝、胆、膵、脾～
講　師1： 尾花　康子　技師（京都工場保健会）
主　題2： 腹部超音波検査の基本走査　～腎、膀胱、前立腺～
講　師2： 日比野　みゆき　技師（十条武田リハビリテーション病院）
参加数： 総数：39名（京臨技会員：31名）
報告者： 山田　梨沙（京都民医連中央病院）

学発番号： 学１6-029号★
事業名： 南部合同生理検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年6月17日（土）　14：00～16：30
場　所： 山城医療センター　9階会議室
主　題1： 超音波研修会　今日から始める超音波検査
講　師1： 豊田　潤　技師（宇治徳洲会病院）
講　師2： 吉岡　明治　技師（天理よろず相談所病院）
講　師3： 南部　和美　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：38名（京臨技会員：24名）
報告者： 増田　信弥（京都民医連中央病院）

学発番号： 学１6-035号★
事業名： 心血管・腹部・表在超音波検査実技講習会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年10月15日（土）　14：00～17：15
場　所： 株式会社　三笑堂　上田ホール
主　題1： 超音波実技講習会
講　師1： 加藤　ゆず子　技師（京都府立医科大学附属病院）
講　師2： 辰巳　智香　技師（京都第一赤十字病院）
講　師3： 日比野　みゆき　技師（十条リハビリテーション病院）
講　師4： 青木　由美子　技師（京都桂病院）
講　師5： 尾花　康子　技師（京都工場保健会）
講　師6： 細川　舞　技師（医仁会武田総合病院）
講　師7： 山本　民　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：34名（京臨技会員19名）
報告者： 米田　智也（京都大学医学部附属病院）

学発番号： 学16-039号★
事業名： 乳房超音波検査講演会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年11月26日（土）　15：00～16：30
場　所： 京都府立医科大学附属病院基礎医学学舎1階第一会議室
主　題1： 乳房がん～診断と治療～
講　師1： 櫻町　綾奈　先生（京都府立医科大学病院　内分泌・乳腺外科）
参加数： 総数：19名（京臨技会員：16名）
報告者： 今井　祐子（京都工場保健会）

学発番号： 学16-041号★
事業名： 心電図研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年11月17日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1：   こんな心電図、どう対応したらいいの？～救急外来で遭遇した症例を中心に～
講　師1： 子甫　徹　技師（社会医療法人ペガサス　馬場記念病院　検査部）
参加数： 総数：57名（京臨技会員：42名）
報告者： 増田　信弥（京都民医連中央病院）

学発番号： 学16-049号★
事業名： 脳波研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年12月1日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1：   デジタル脳波時代の判読・記録に関して
講　師1： 人見　健文　先生（京都大学医学部附属病院　検査部）
参加数： 総数：35名（京臨技会員：31名）
報告者： 三宅　穂岳（京都民医連中央病院）
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学発番号： 学16-053号★
事業名： 神経検査実技講習会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 2017年1月21日（土）　13：30～16：30
場　所： 京都第二赤十字病院
主　題1： 神経伝導検査　まちがいやすい症例など
講　師1： 浅沼　光太郎　先生（柳馬場武田クリニック）
主　題2： 実技講習
講　師2： 塩川　美幸　技師（武田総合病院）
講　師2： 枡田　昌未　技師（武田病院）
講　師2： 田澤　知沙　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：16名）
報告者： 北野　智美（京都第二赤十字病院）

学発番号： 学16-054号★
事業名： 血管超音波検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成29年1月26日（木）　18：30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 今さら聞けない　頸部血管エコー
講　師1： 細川　舞　技師（武田総合病院）
主　題2： 今さら聞けない　下肢血管エコー
講　師2： 山本　民　技師（京都民医連中央病院）
参加数： 総数：35名（京臨技会員：27名）
報告者： 小森　圭裕（京都工場保健会）

学発番号： 学16-061号
事業名： 生理研究班　北部合同講演会
日　時： 平成29年2月18日（土）　14：30～16：30
場　所： 綾部市立病院
主　題1： 症例から学ぶ超音波検査　心臓編
講　師1： 永野　由香里　技師（市立福知山病院）
主　題2： 症例から学ぶ超音波検査　心臓編
講　師2： 小畑　義規　技師（舞鶴共済病院）
主　題3： 症例から学ぶ超音波検査　血管編
講　師3： 仲田　司　技師（舞鶴共済病院）
主　題4： 症例から学ぶ超音波検査　腹部編
講　師4： 原　健介　技師（亀岡市民病院）
主　題5： 症例から学ぶ超音波検査　乳腺編
講　師5： 井上　有佳　技師（京都第一赤十字病院）
参加数： 総数：27名（京臨技会員：27名）
報告者： 野出　智香（京都第一赤十字病院）

Ｂ．【輸血検査】
学発番号： 学16-006号★
事業名： 輸血検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年6月14日（火）　18:30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 輸血検査研修会　輸血検査の基礎
講　師1： 原　健介　技師(亀岡市立病院)　
参加数： 総数：41名（京臨技会員：36名）
報告者： 原　健介(亀岡市立病院)　

学発番号： 学16-007号★
事業名： 輸血検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日  時： 平成28年6月18日（土）　13:30～17:00
場  所： 京都保健衛生専門学校　第3実習室
主 題1： 輸血検査　初級実技講習会
講 師1： 相田　幸雄　技師(京都南病院)　
参加数： 総数：32名（京臨技会員：28名)
報告者： 相田　幸雄(京都南病院)　

学発番号： 学16-015号★
事業名： 輸血検査研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年7月2日（土）　9:30～17:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　第1実習室
主　題1： 輸血検査　中級実技講習会
講　師1： 井上　和子　技師(京都桂病院)　
参加数： 総数：18名（京臨技会員：12名）
報告者： 井上　和子(京都桂病院)　
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学発番号： 学16-016号★
事業名： 輸血検査カラム凝集法実技講習会（（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年７月30日（木）　13：30～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　第１実習室
主　題1： ゲルカラム凝集法による輸血検査
講　師1： 小黒　博之　氏（バイオ・ラッドラボラトリーズ株式会社　診断薬カスタマーサポート部）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：15名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

学発番号： 学１6-048号
事業名： 輸血検査講習会
日　時： 2016年12月10日（土）　14：30～16：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　第3実習室
主　題1： 血液型検査
講　師1： 日下部　昌平　技師（京都南病院）
主　題2： 交差適合試験
講　師2： 多胡　聖子　技師（京都微生物研究所）
主　題3： 輸血製剤の取り扱い
講　師3： 相田　幸雄　技師（京都南病院）
参加数： 総数：21名（京臨技会員：19名）
報告者： 多胡　聖子（京都微生物研究所）

学発番号： 学16-059号
事業名： 輸血検査　研修会
日　時： 2017年2月10日（金）　18：30～20：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　第1実習室
主　題1： 第32回京臨技精度管理調査輸血検査報告会
講　師1： 日下部　昌平　技師（京都南病院）
主　題2： 不規則抗体検査について
講　師2： 青山　絹子　技師（京都岡本記念病院）
参加数： 総数：17名（京臨技会員：17名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

Ｃ．【臨床化学・免疫血清検査】
学発番号： 学16-001号
事業名： 臨床化学研修会
日　時： 平成28年4月26日（火）　18:30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 自動分析装置供給する純水の基礎と検査への影響
講　師1： 金沢　旬宣　氏（メルク株式会社　ラボラトリーウォーター事業部）　　
主　題2： カルシウム検査の測定法について　　
講　師2： 米花　昇　氏（ニプロ（株）　企画開発技術事業部　検査商品開発営業部）
参加数： 総数：22名（京臨技会員：16名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学16-002号
事業名： 臨床化学研修会
日　時： 平成28年5月24日（火）　18:30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室
主　題1： 免疫学的測定法の基礎
講　師1： 繁　正志　技師（大阪医科大学　三島南病院）　　
参加数： 総数：39名（京臨技会員：24名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学16-014号★
事業名： 臨床化学研修会　サマー研修会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年8月6日（土）　9:00～17:10
場　所： アークレイ株式会社　京都研究所
主　題1： 真空採血管の変遷と真空採血管による採血手技について
講　師1： 海老原竜夫　氏（ニプロ株式会社　検査商品開発営業部）
主　題2： 異常反応を解き明かすキーとなる免疫学
講　師2： 繁　正志　技師（大阪医科大学三島南病院）
主　題3： 目標値が得られない時の考え方、解消法
講　師3： 白川　綾香　技師（滋賀医科大学医学部附属病院）
主　題4： BM装置のサブ条件を用いた異常反応検出
講　師4： 藤本　一満　技師（倉敷芸術科学大学　生命科学部　生命医科学科）
主　題5： SMBGを知る。体験する。
講　師5： 今田　有紀　氏（アークレイマーケティング株式会社　マーケティング統括部）
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主　題6： 生化学検査値から考えられる病態判読
講　師6： 山本　裕之　技師（大阪赤十字病院）
主　題7： 新しい経口抗凝固薬DOACについて知っておくべきこと
講　師7： 金田　幸枝　氏（積水メディカル株式会社　検査事業部）
主　題8： 胃の健康度チェックABC分類について
講　師8： 佐久間　誠　氏（栄研株式会社マーケティング2部2課）
主　題9： 特別講演　「プロとしての心構えと接遇」
講　師9： 藤井　茂　氏（有限会社　Big　Valley）
参加数： 総数：133名（京臨技会員：36名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学16-021号
事業名： 臨床化学研修会
日　時： 平成28年6月28日（火）　18：30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 採血管の種類と検査への影響について
講　師1： 神谷　侑輝　氏（積水メディカル株式会社　検査事業部）
主　題2： 臨床検査値に影響を与える薬剤～DOAC編～
講　師2： 金田　幸枝　氏（積水メディカル株式会社　検査事業部）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：24名）
報告者： 岡崎　一幸（京都大学医学部附属病院）

学発番号： 学16-036号
事業名： 臨床化学研修会
日　時： 平成28年9月27日（火）　18：30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 最近増加傾向にある梅毒を含む性感染症の現状
講　師1： 福田　雅之助　氏（富士レビオ株式会社　学術サービス部）
参加数： 総数：14名（京臨技会員：10名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学16-046号
事業名： 臨床化学研修会
日　時： 平成28年10月25日（火）　18：30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 肝臓を学ぼう!!
講　師1： 岡崎　一幸　技師（京都大学医学部附属病院）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：22名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

学発番号： 学16-050号
事業名： 臨床化学研修会
日　時： 平成28年11月29日（火）　18：30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 腎臓を学ぼう!!
講　師1： 山本　裕之　技師（大阪赤十字病院）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：22名）
報告者： 後藤　直樹（京都保健衛生専門学校）

Ｄ．【血液検査】
学発番号： 学16-010号★
事業名： 血液講演会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年7月16日（土）　14:00～17:00
場　所： キャンパスプラザ京都
主　題1： Case　study　19
講　師1： 内山　有里紗　技師、三觜　智子　技師（京都医療センター）
主　題2： 血液形態検査における標準化の普及に向けて
講　師2： 田辺　祐也　技師（ファルコバイオシステムズ総合研究所）
主　題3： ここまでわかる！凝固時間検査
講　師3： 徳永　尚樹　技師（徳島大学病院）
参加数： 総数：61名（京臨技会員：41名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

学発番号： 学16-037号★
事業名： 血液講演会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年11月23日（水）　14:00～17:00
場　所： キャンパスプラザ京都
主　題1： Case　study　20
講　師1： 森田　真紀子　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題2： 血液特殊染色（細胞化学染色）　うまく使いこなせてますか？
講　師2： 梅村　茂人　技師（滋賀県立成人病センター）
参加数： 総数：41名（京臨技会員：　29名）
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報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

学発番号： 学16-052号
事業名： 血液講演会
日　時： 平成29年1月21日（土）　14:00～17:00
場　所： シスメックス株式会社　京都営業所　会議室
主　題1： 京都府臨床検査技師会血液精度管理報告
講　師1： 鬮橋　進吾　技師（京都第一赤十字病院）
主　題2： 凝固検査における最近の話題と初心者が陥りやすい間違い・勘違い
講　師2： 由木　洋一　技師（京都府立医科大学附属病院）
参加数： 総数：30名（京臨技会員：28名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

学発番号： 学16-063号
事業名： 血液実技講習会
日　時： 平成29年3月11日（土）　9:30～16:30
場　所： 京都大学医学部　人間健康科学科　顕微鏡実習室
主　題1： 血液形態顕微鏡実習：楽しく形態検査を学ぼう
講　師1： 血液研究班員
参加数： 総数：35名（京臨技会員：29名）
報告者： 田辺　祐也（ファルコバイオシステムズ総合研究所）

Ｅ．【病理・細胞検査】
学発番号： 学16-003号
事業名： 細胞分野実技講習会　（第10回京都府細胞診ワークショップ）
日　時： 平成28年6月26日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚室ならびに第二実習室
主　題1： パパニコロウ染色を後押ししてくれるギムザ染色
講　師1： 森　美幸　技師（京都府立医科大学大学院　分子病態病理学)
主　題2： 検鏡実習
講　師2： 森　美幸　技師（京都府立医科大学大学院　分子病態病理学)
参加数： 総数：33名（京臨技会員：23名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）

学発番号： 学16-032号
事業名： 細胞分野研修会　(スライド模擬試験と最近の傾向）
日　時： 平成28年10月2日（日）　14：00～17：00
場　所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎1階　第1講義室
主　題1： スライド模擬試験（前半）
講　師1： 礒島　喜孝　技師(京都府立医科大学附属病院）
主　題2： スライド模擬試験（後半）
講　師2： 山口　直則　技師（綾部市立病院）
主　題3： 細胞画像試験、最近の傾向
講　師3： 林　孝俊　技師(京都民医連中央病院）
主　題4： 一次試験受験に向けて
講　師4： 中村　祥子　技師(宇治徳洲会病院）
参加数： 総数：33名（京臨技会員：17名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）　

学発番号： 学16-033号★
事業名： 平成28年度　京臨技病理検査講演会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年12月11日（日）　13：00～17：00
場　所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎1階　第1講義室
主　題1： ISO取得で変える病理部門の品質マネジメント
講　師1： 白波瀬　浩幸　技師(京都大学医学部附属病院　病理診断科）
主　題2: 病理業務の工夫とポイント-1　ESDとFNA検体の検体処理
講　師2： 磯島　喜孝　技師（京都府立医科大学附属病院　病院病理部）
主　題3: 病理業務の工夫とポイント-2　コンタミネーション対策
講　師3： 久保　喜則　技師(京都第一赤十字病院　病理診断科部）
主　題4: 病理解剖とAi
講　師4： 法木　左近　先生(福井大学医学部腫瘍病理学）
参加数： 総数：66名（京臨技会員：27名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）　

学発番号： 学16-056号
事業名： 　細胞検査講演会、精度管理報告会
日　時： 平成29年2月18日（土）　13:00～17:00
場　所： 京都府立医科大学　基礎医学学舎1階　第1講義室
主　題1： 病理検査精度管理報告と解説
講　師1： 二宮　慶太　技師(京都桂病院）
主　題2: 細胞診検査精度管理報告と解説
講　師2： 真下　照子　技師（京都第二赤十字病院）
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主　題3: 尼崎地域の悪性胸膜中皮腫およびその胸水細胞像の変遷について
講　師3： 鷹巣　晃昌　先生(大阪赤十字病院）
主　題4: 細胞診において異型の弱い中皮腫を見落とさないために
講　師4： 野田　みゆき　技師(京都市立病院）
参加数： 総数：22名（京臨技会員：19名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）　

Ｆ．【一般検査】
学発番号： 学16-004号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年5月13日（金）　19：00～21：00
場　所： 京都保健衛生専門学校
主　題1： 尿検査から色々わかります！～尿からの便り～
講　師1： 水野　雅仁　氏（(株）シスメックス大阪支店　学術サポート課）　
参加数： 総数：23名（京臨技会員：23名）
報告者： 城戸　孝夫（宇多野病院）

学発番号： 学16-005号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年5月24日（火）　19：00～21：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 非上皮細胞類の臨床的意義と赤血球形態をマスターしよう！
講　師1： 堀田　真希　技師（大阪大学医学部附属病院）　
参加数： 総数：37名（京臨技会員：36名）
報告者： 仲間　美乃（京都桂病院）

学発番号： 学16-011号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年6月10日（金）　19：00～21：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 「尿沈渣Ⅱ　円柱類」　出現する病態と分類法
講　師1： 小林　渉　技師（大阪大学附属病院）
参加数： 総数：29名（京臨技会員：29名）
報告者： 城戸孝夫（国立病院機構宇多野病院）

学発番号： 学16-012号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年6月21日（火）　19:00～21:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 「尿沈渣Ⅲ　上皮細胞類」　ここがポイント！分類と鑑別法をマスターする
講　師1： 藤内　千歳　技師(京都第二赤十字病院)
参加数： 総数：34名（京臨技会員：33名）
報告者： 大郷　義也(日本バプテスト病院)

学発番号： 学16-017号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年7月8日（金）　19:00～21:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 尿沈渣Ⅳ　異型細胞類～これだけは押さえて欲しい　異型細胞鑑別のポイント～
講　師1： 小山　賢　技師(京都桂病院)
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 大郷　義也(日本バプテスト病院)

学発番号： 学16-018号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年7月19日（火）　19：00～21：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 「尿沈渣Ⅴ　塩類・結晶類」～意外と間違える尿沈渣の塩類・結晶類～
講　師1： 藤井　宏哉　技師（株式会社ファルコバイオシステムズ）　
主　題2： 今さら聞けない便検査の基礎知識
講　師2： 村上　尚子　氏(和光純薬工業株式会社)　
参加数： 総数：23名（京臨技会員：23名）
報告者： 仲間　美乃（京都桂病院検査科）

学発番号： 学16-028号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成28年9月6日（火）　18:30～20：30
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： 不安解決！髄液検査法
講　師1： 仲間　美乃　技師（京都桂病院）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：24名）
報告者： 城戸　孝夫（宇多野病院）
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学発番号： 学16-051号
事業名： 一般検査研修会　一般検査基礎講座
日　時： 平成29年1月28日（土）　14：00～17：00
場　所： 京都保健衛生専門学校　視聴覚教室
主　題1： Let's　try　一般検査スライドカンファレンス
講　師1： 佐伯　仁志　技師(東近江総合医療センター)
参加数： 総数：26名（京臨技会員：20名）
報告者： 大郷　義也(日本バプテスト病院)

Ｇ．【微生物検査】
学発番号： 第16-020号★
事業名： 京臨技微生物検査実技講習会（日臨技推進事業研修会）
日　時： 平成28年6月18日（土）　14:00～17:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題1： グラム染色の原理と標本作成
講　師1： 山田　幸司　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題2： 顕微鏡の使用方法
講　師2： 立　道　氏（オリンパス株式会社）
主　題3： 平成27年度京臨技サーベイグラム染色の解説
講　師3： 樋口　武史　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題4： 標本の観察
講　師4： 古川　弘　技師（京都府立医科大学附属病院）
参加数： 総数：25名（京臨技会員：20名）
報告者： 山田　幸司（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 学16-025号
事業名： 京臨技微生物検査実技講習会
日　時： 平成28年7月9日（土）　13:00～17:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　実習室
主　題1： 嫌気性菌感染症の検査～嫌気性菌検査ガイドライン2012に基づいて～
講　師1： 国広　誠子　技師（前山口県立総合医療センター）
参加数： 総数：49名（京臨技会員：30名）
報告者： 谷野　洋子（京都府立医大学附属病院）

学発番号： 第16-026号
事業名： 近畿支部微生物部門合同研修会
日　時： 平成28年8月29日（土）　10:00～16:00
場　所： 住友病院　１４階講堂
主　題1： 電子カルテおよび細菌検査システムを利用した

微生物検査の短期取得に関する取り組み
講　師1： 中尾　光孝　技師（国保日高総合病院）
主　題2： 感染対策加算申請への取り組み　～検査室の現状と課題から見えてきたもの～
講　師2： 藤原　里紗　技師（京都鞍馬口医療センター）
主　題3： 地域中核公立病院の血液培養調査について　～公立大学との比較から得た知見～
講　師3： 鈴木　啓太郎　技師（大和高田市立病院）
主　題4： 血液培養から検出された螺旋菌の検討　～螺旋菌の魅力について～
講　師4： 佐々木　千鶴　技師（福井県立病院）
ランチョンセミナー「ランチを食べながらの菌力アップトレーニング　“菌トレ”」

大楠　清文　先生（東京医科大学　微生物学講座　教授）
主　題5： 各種血液培養ボトルの比較と性能について
講　師5： 木下　愛　技師（滋賀大学医学部附属病院）
主　題6： 海外帰国者から複数の多剤耐性菌を検出した１症例

　～本症例の経験から学んだことは～
講　師6： 小林　由佳　技師（大阪市立大学医学部附属病院）
主　題7： 眼科感染症の症例と微生物検査　～眼感染症学会に参加して～
講　師7： 藤原　美樹　技師（三栄会ツカザキ病院）
主　題8： 非結核性抗酸菌における　CAM　耐性機序の遺伝子学的解析

　～特に　M.abscessus　の遺伝子変異について　～
講　師8： 楠木　まり　技師（神戸大学医学部附属病院）
参加数： 総数：11名（京臨技会員：10名）
報告者： 山田　幸司（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 第16-55号
事業名： 京都滋賀奈良合同臨技微生物検査講演会
日　時： 2016年12月3日（土）　14:00～16：30
場　所： メルパルク京都　
主　題1： Corynebacterium　属菌の薬剤感受性検査～CLSI　M45シリーズの紹介～　
講　師1： 山口　重人　氏（栄研化学株式会社　マーケティング推進室3部1課）
主　題2： 術後Corynebacterium　striatum　による髄膜炎を発症した1症例　
講　師2： 阿部　教行　技師　（天理よろづ相談所病院）
主　題3： Corynebacterium　bacteria　の検査と臨床的意義
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講　師3： 大塚　喜人　先生（亀田総合病院　臨床検査部長）
参加数： 総数：62名（京臨技会員:21名）
報告者： 山田　幸司（京都府立医科大学附属病院）

学発番号： 第16-065号
事業名： 微生物研究班寄生虫実技講習会
日　時： 2017年3月11日（土）　14:00～18：00
場　所： 京都府立医科大学　第二実習室
主　題1： 原虫症診断の迅速化をめざして～原虫症検査のPOCTの実際
講　師1： 山田　稔　先生（京都府立医科大学　感染病態学教室）
主　題2： 寄生虫実習
講　師2： 西岡　敬介　先生（京都府立医科大学　感染病態学教室）
参加数： 総数：20名（京臨技会員：20名）
報告者： 山田　幸司（京都府立医科大学附属病院）

Ｈ．【情報システム】

Ｉ．【遺伝子検査】
学発番号： 第16-057号
事業名： 遺伝子検査講演会
日　時： 2017年2月11日（土）　14:00～16：30
場　所： キャンパスプラザ京都　
主　題1： 遺伝子検査の基礎
講　師1： 庄司　月美　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題2： ISO取得施設における遺伝子検査の運用
講　師2： 喜田　優人　技師（京都大学医学部附属病院）
主　題3： 病理検査室における遺伝子検査と精度向上への取り組み
講　師3： 山口　直則　技師（綾部市立病院）
主　題4： ヒトゲノム標準試料を用いた精度管理
講　師4： 酒井　和郎　氏（株式会社理研ジェネシス）
参加数： 総数：19名（京臨技会員：11名）
報告者： 庄司　月美（京都大学医学部附属病院）

J．【北部研究班】
学発番号： 学16-013号
事業名： 北部研究班・輸血検査研修会
日　時： 平成28年6月17日（金）　19:00～20:30
場　所： 舞鶴赤十字病院講堂
主　題1： 実践的輸血検査における基本について
講　師1： 原　邦雄　氏(和光純薬工業株式会社)
参加数： 総数：17名（京臨技会員：17名）
報告者： 村上育子（舞鶴共済病院）

学発番号： 学16-022号
事業名： 北部研究班・一般検査研修会
日　時： 平成28年7月21日（木）　19：00～20：30
場　所： 綾部市立病院東館2階講堂
主　題1： 日当直に役立つ尿検査
講　師1： 河野　秀幸　氏（栄研化学株式会社マーケティング推進室）
参加数： 総数：23名（京臨技会員：22名）
報告者： 園田　真之（丹後中央病院）

学発番号： 学16-023号
事業名： 北部研究班・病理検査研修会
日　時： 平成28年8月19日（金）　19：00～20：30
場　所： 舞鶴西駅交流センター第2会議室
主　題1： 新しいLBCシステム「Cellprep®」のデータから見たLBCの有用性
講　師1： 大橋　健太　氏（ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社）
参加数： 総数：17名（京臨技会員：12名）
報告者： 山口　直則（綾部市立病院）

学発番号： 学16-027号
事業名： 北部研究班・第20回京都北部ＣＤＥの会講習会
日　時： 平成28年9月10日（土）　14：45～17：20
場　所： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
主　題1： なぜ、糖尿病患者では心臓病や脳卒中が多いのか
講　師1： 桝田　出　先生（武田総合健診センター所長/京都大学医学部臨床教授）
主　題2： 大血管疾患をもつ糖尿病患者あなたならどうアプローチする？
講　師2： 桝田　出　先生（武田総合健診センター所長/京都大学医学部臨床教授）
参加数： 総数：43名（京臨技会員：4名）
報告者： 滝本　寿史（綾部市立病院）
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学発番号： 学16-031号
事業名： 北部研究班・生化学検査研修会
日　時： 平成28年9月16日（金）　19：00～20：30
場　所： 市民交流プラザふくちやま3Ｆ会議室3-2
主　題1： 採血管の種類と検査への影響について
講　師1： 神谷　侑輝　氏(積水メディカル株式会社カスタマーサポートセンター学術グループ)
参加数： 総数：13名（京臨技会員：13名）
報告者： 余田　武志（市立福知山市民病院ＢＭＬ検査室）

学発番号： 学16-034号
事業名： 北部研究班・生理検査研修会
日　時： 平成28年10月6日（木）　19:00〜20:30
場　所： 綾部市立病院東館　2階講堂
主　題1： これだけは知っておきたい緊急対応の心電図
講　師1： 南辻　智仁　氏（セント・ジュード・メデイカル（株））
参加数： 総数：27名（京臨技：26名）
報告者： 仲田　司（舞鶴共済病院）

学発番号： 学16-038号
事業名： 北部研究班・微生物検査研修会
日　時： 平成28年11月15日（火）　19:00〜21:00
場　所： 舞鶴西駅交流センター　第2会議室
主　題1： ルーチン検査を向上させる培地の基礎知識
講　師1： 中間　慎哉　氏(極東製薬工業株式会社　営業学術部微生物グループ）
参加数： 総数：15名（京臨技会員：14名）
報告者： 小西　由久（舞鶴共済病院）

学発番号： 学16-045号
事業名： 北部研究班・生理検査研修会
日　時： 平成28年11月2日（水）　19:00〜21:00
場　所： 舞鶴共済病院　B棟4階大会議室
主　題1： 心臓外科手術と心臓超音波検査
講　師1： 松下　努　先生（国家公務員共済組合連合会舞鶴共済病院心臓外科部長)
参加数： 総数：28名（京臨技会員：26名）
報告者： 仲田　司（舞鶴共済病院)

学発番号： 学16-047号
事業名： 北部研究班・臨床化学研修会
日　時： 平成28年12月3日（土）　15:00～17：00
場　所： 舞鶴赤十字病院講堂
主　題1： 現代の臨床化学検査に必要な計算方法をマスターしよう
講　師1： 藤本　一満　技師(倉敷芸術科学大学生命科学部生命医学学科）
参加数： 総数：5名（京臨技会員：5名）
報告者： 荒賀　智永(綾部市立病院)

学発番号： 学16-062号
事業名： 北部研究班・血液検査研修会
日　時： 平成29年2月17日（金）　19:00～20：30
場　所： 舞鶴西駅交流センター第2会議室
主　題1： もう一度見直してみませんか？血球計算機の測定原理とピットフォール、

血小板の測定について
講　師1： 畑　直哉　氏(アボットジャパン株式会社）
参加数： 総数：11名（京臨技会員：11名）
報告者： 高見　昌幸（舞鶴赤十字病院）

学発番号： 学16-064号
事業名： 北部研究班・第21回京都北部ＣＤＥの会講習会
日　時： 平成29年2月11日
場　所： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
主　題1： 適正なインスリン自己注射を確立するために必要な指導ポイント～高齢者を中心に～
講　師1： 朝倉　俊成　先生（新潟薬科大学薬学部臨床薬学研究室教授）
主　題2： 症例検討

1）インスリン療法～しない、できないという裏側のホントの理由～
2）当院でのGLP1受容体作動薬の使用状況
3）インスリン強化療法からデュラグルチドに変更後、血糖コントロールが得られた事例
4）四苦八苦！重症低血糖予防支援

講　師2： 1）枡岡　真由美　氏（市立福知山市民病院看護師）
2）足立　圭司　氏（市立福知山市民病院薬剤師）
3）村上　美智子　氏（綾部市立病院看護師）
4）木下　淳　氏（綾部市立病院看護師）

参加数： 総数：22名（京臨技会員：2名）
報告者： 滝本　寿史（綾部市立病院）
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K．【南部研究班】
学発番号： 学１6-030号
事業名： 南部研究班　臨床化学分野研修会
日　時： 平成28年10月01日（土）　14：10～15：40
場　所： 京都岡本記念病院　3階　おかもとホール
主　題1： データの見方　キャリブレーションとコントロール
講　師1： 菅谷　達巳　氏（株式会社シノテスト　テクニカルソリューションチーム）
主　題2: 反応タイムコースの見方
講　師2： 菅谷　達巳　氏（株式会社シノテスト　テクニカルソリューションチーム）
参加数： 総数：14名（京臨技会員：13名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

学発番号： 学16-040号
事業名： 南部研究班　臨床化学分野研修会
日　時： 平成28年11月12日（土）　15：00～16：45
場　所： 宇治徳洲会病院　10階　講義室
主　題1： 安全な採血手技と検査値への影響について
講　師1： 神谷　侑輝　氏（積水メディカル株式会社　学術グループ）
主　題2： 検査値に影響を与える可能性のある要因の検討～当院で行った検討より～
講　師2： 江口　光徳　技師（宇治徳洲会病院　検査科）
参加数： 総数：15名（京臨技会員：11名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

学発番号： 学１6-058号
事業名： 南部研究班　臨床化学分野研修会
日　時： 2017年2月4日（土）　14：00～16：00
場　所： 京都きづ川病院　4階講堂
主　題1： 教えて！検査データの見方
講　師1： 山本　裕之　技師（大阪赤十字病院）
主　題2： ウイルス抗体検査の基礎
講　師2： 前側　恒男氏（デンカ生研株式会社　試薬学術部）
参加数： 総数：17名（京臨技会員：13名）
報告者： 和田　香織（京都岡本記念病院）

L．【チーム医療】
学発番号： 学１6-024号
事業名： 第20回京都CDEの会講習会
日　時： 平成28年7月31日（日）　13：15～17：00
場　所： 京都府立医科大学附属病院　北臨床講義棟　2階
主　題1： 糖尿病に併存するうつ病への対策を考える
講　師1： 林野　泰明　先生（天理よろづ相談所病院　内分泌内科　副部長）
主　題2： 知っています？In　Body
講　師2： 佐藤　幹　技師（京都府立医科大学附属病院）
主　題3： 糖尿病の運動療法　～いまいちど有酸素運動の意義を見直す～
講　師3： 林　達也　先生（京都大学大学院　人間・環境学研究科　認知行動科学講座　教授）
参加数： 総数：63名（京臨技会員：6名）
報告者： 鈴木　泰子（なぎ辻病院）

学発番号： 学16-042号
事業名： 平成28年度京都府糖尿病対策推進講習会（京都市内開催）
日　時： 平成28年11月27日（日）　14:00～17:00
場　所： 京都府医師会館
主　題1： 在宅医療総論
講　師1： 小原　章央　先生（渡辺西賀茂診療所）
参加数： （京臨技会員：0名）

学発番号： 学16-043号
事業名： 平成28年度京都府糖尿病対策推進講習会（北部開催）
日　時： 平成28年12月10日（土）　14:00～17:00
場　所： サンプラザ万助
主　題1： 在宅医療総論
講　師1： 小原　章央　先生（渡辺西賀茂診療所）
主　題2： 症例提示～グループ討論
講　師2： 山崎　真裕　先生（京都府立医科大学）
参加数： 総数：26名（京臨技会員：1名）
報告者： 滝本　寿史（綾部市立病院）

学発番号： 学16-044号
事業名： 平成28年度京都府糖尿病対策推進講習会（南部開催）
日　時： 平成29年2月25日（土）　15:00～18:00
場　所： 京田辺市商工会館・CIKビル（京田辺市）
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主　題1： 在宅医療総論
講　師1： 小原　章央　先生（渡辺西賀茂診療所）
参加数： （京臨技会員：0名）

学発番号： 第16-060号
事業名： 第21回京都CDEの会講習会
日　時： 2017年2月4日（土）　14：00～17：30
場　所： 専門学校YIC京都工科大学校　3号館　8階大ホール
テーマ 糖尿病とがんについて
講　演１： がんをもちつつ生きる糖尿病患者の支援
講　師１： 肥後　直子　先生（京都府府立医科大学附属病院）
講　演2： 糖尿病とがん　～2つの病いを支えるために、何ができるか～
講　師2： 大橋　健　先生（国立がん研究センター中央病院）
グループディスカッション（ワールドカフェ方式）
検討 「がん治療中の糖尿病患者さんへの療養指導をいつ誰がやるのか」
テーマ： 「がん治療中の糖尿病患者さんのために、もっとスタッフができることは」

「予後が限られた方の血糖コントロールは？患者さんの想いは？」　他
参加数： 総数：44名（京臨技会員：1名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

4.広報事業（継続事業　4）

4-1会誌
会誌　2016.Vol.43「平成28年度総会号」
<Contents>

会長挨拶
平成28年度定時社員総会報告
平成27年度事業報告
平成27年度決算報告
平成28年度事業計画
平成28年度予算案
定款変更
理事任期満了につき23名の選任
監事任期満了につき2名の選任
平成28年度名簿（役員・研究班・賛助会員）
平成27年度京臨技会報（バックナンバー）
定款

4-2会報（ニュースレター）

4-3ホームページ

4-4メールマガジン

5．市民・資格者向け啓発事業（継続事業　5）
5-1定時総会

事業名： 京臨技平成28年度定時総会
日　時： 平成28年5月31日(火)　19:00～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　
主　題1： 京臨技定時総会
参加数： 出席会員数：736名（議決権行使者及び委任状提出者数697名）
報告者： 小澤　優（京都保健衛生専門学校）

5-2府・市民公開講座

ほぼ毎週発行し、通算750号を突破しました。登録会員数は2月現在で259名です。会員登録用紙にメールマガジ
ン発行の有無のチェック欄を新設し、メールマガジンの登録会員を増やしました。

ホームページやメールマガジン、行事予定表を利用して学術活動や事業活動の広報に努めました。

昨年度定時総会は、会員数1049名、会場出席者39名、委任状　697名　合計736名をもって総会は成立し、以下の
各議案について報告、説明されたのち会場に諮りすべての議案が承認されました。【第1号議案：平成27年度事業
報告】【第2号議案：平成25年度決算報告　承認の件】　【第3号議案：平成28年度事業計画案　承認の件】【第4号
議案：平成28年度予算案】　【第5号議案：定款変更案　承認の件】【第6号議案：理事任期満了につき23名選任案
承認の件】【第7号議案：監事任期満了につき2名選任案　承認の件】

8月と12月の2回発行しました。

適宜更新を行い迅速な広報を実施しました。行事予定のページでは迅速に研修会情報等を届けることに努めまし
た。求人情報では多くの施設からの求人情報を掲載しました。さらに入退会登録案内のタブを作成することで手続
き方法を明快にし、改訂した申請用紙をダウンロードできるようにしました。
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事業名： 平成28年度京臨技市民公開講演会
日　時： 平成28年11月26日（土）　15：00～16：15
場　所： ハピネス福知山
主　題1： 引き揚げの歴史とユネスコ世界記憶遺産について
講　師1： 山下　美晴　氏（舞鶴引揚記念館　館長）　
来場者： 5名
参加数： 実務委員：57名（日臨技+京臨技会員：34名、賛助会員：23名）
報告者： 四方　学（綾部市立病院臨床検査科）

5-3新入・転入会員研修会

事業名： 第18回新入転入会員研修会
日　時： 平成28年9月8日(金)　18:30～19:15
場　所： ホテル京阪京都　光琳の間
主　題1： 京臨技組織・運営について　日臨技紹介
講　師1： 小澤　優　技師(京都府臨床検査技師会　副会長)
参加数： 総数：59名（京臨技会員：59名　うち新入転入会員：29名）
報告者： 小原　伸之(国立病院機構　舞鶴医療センター)

5-4京臨技北部学術発表会

事業名： 第27回京臨技北部学術発表会
日　時： 2016年11月26日（土）　16：15～17：30
場　所： 交流プラザふくちやま（福知山市）
主　題1： 発表演題(生理4題、一般1題、血液1題、生化学1題)
講　師1： 座長（4人）、演者（7人）
参加数： 総数：79名（日臨技＋京臨技会員：53名、他府県技師会会員：2名、賛助会員：24名）
報告者： 四方　学（綾部市立病院）

5-5施設連絡責任者会議

事業名： 第12回施設連絡責任者会議
日　時： 2017年3月4日（土）　12：10～13：50
場　所： 京都府立医科大学基礎学舎
主　題1： 日臨技・京臨技から活動報告
講　師1： 小澤　優　技師（日臨技理事・京臨技副会長）　
主　題2： 日臨技近畿支部医学検査学会のご案内
講　師2： 白波瀬　浩幸　技師（京臨技会長）　
主　題3： 2025年・2035年に向けた医療の動き　～地域医療構想と京都府の状況～
講　師3： 松尾　久昭　氏（シーメンスヘルスケア株式会社　MSC本部）
参加数： 総数：36名（京臨技会員：32名）
報告者： 青山　絹子（京都岡本記念病院）

5-6京都病院学会

事業名： 第51回京都病院学会
日　時： 平成28年6月12日（日）　09:00～17:00

第18回新入・転入会員研修会をホテル京阪で開催しました。京臨技小澤副会長から京臨技の組織・運営および日
臨技について説明がありました。日臨技そして京臨技の生涯教育活動や衛生思想事業など多くの活動を行ってい
ることを理解していただけたと思います。また行事予定の見方をはじめホームページやメールマガジンの活用法の
話があり、充実した研修内容となりました。京臨技及び日臨技の必要性を認識していただくことができた会となりまし
た。

今年の市民公開講演会は日臨技「検査と健康展」と同時開催とし福知山市のハピネス福知山で開催しました。舞
鶴引揚記念館の館長である山下氏から舞鶴が引きあげの地となった歴史や実際の様子、記念館に保存展示して
ある肉親との再会資料などについて説明を受けました。一般市民の来場者が少ない点は残念でしたが、平和への
思いと感謝が大きくなった講演でした。

北部学術発表会は1988年から始まり、昨年度で第27回を迎えました。昨年度は、「全国検査と健康展2016」および
「平成28年度京臨技市民公開講演会」と同時開催とし、発表演題は7演題でした。他府県技師会からのエントリーも
あり、どの演題も臨床における貴重な症例や取り組みをまとめたもので興味深い発表でした。また3演題は若手の
YIA発表であり、参加者全員で発表された勇気をたたえました。多くの賛助会員にも参加していただき、活気のある
中にもアットホームな空気が流れるとても良い発表会となりました。

昨年度は第12回を迎え、小澤京臨技副会長より日臨技・京臨技から活動報告として検査説明・相談ができる技師、
検体採取の講習会参加状況、技師の業務拡大などの報告をして頂きました。次に、白波瀬会長より今年の秋に開
催される日臨技近畿支部学会の開催内容の案内があり会員に参加および開催に向けご協力をお願いしました。最
後にシーメンス株式会社の松尾氏より、2025年・2035年に向けた医療の動きとして地域医療構想と京都府の状況
のご講演をしていただきました。今後の医療方向性を考えるとともに検査技師としてどうあるべきか考える良い機会
となりました。

昨年度の平成28年度第51回病院学会は、シンポジウムに「病床の機能分化と地域連携」、継続演題に「チーム医
療」をテーマとして開催されました。全部門からの一般演題447題のうち、臨床検査部門からは34題の演題発表が
ありました。看護・薬剤・医師部門の他部門への関わりもあり、検査技師としては非常に興味深い体験になりました。
参加人数も平成27年度より大幅な増加となり、大変有意義な学会となりました。
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場　所： 池坊短期大学
主　題1： 特別講演　「医療、介護亡国論は本当か？」
講　師1： 三橋　貴明　氏（株式会社経世論研究所　所長）
主　題2： 基調講演　「人口減少社会に向かう日本の医療福祉の現状と将来」
講　師2： 高橋　泰　先生（国際医療福祉大学　医療福祉学部　学部長）
全体数： 2184名
参加数： 京臨技会員：8名（実行委員：2名、準備委員：6名）
報告者： 井上　和子（京都桂病院　検査科）　

5-7検査説明･相談ができる臨床検査技師育成講習会

事業名： 平成28年度｢検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会｣
日　時： 平成29年1月21日(土)　09:30～17:30
日　時： 平成29年1月22日(日)　09:15～16:15
場　所： 京都保健衛生専門学校
主　題1： 臨床検査技師が検査説明・相談に取り組む意義
講　師1： 宮島　喜文　技師(日臨技会長)
主　題2： 臨床検査技師の検査説明・相談に期待するもの
講　師2： 木村　満　先生(青梅慶友病院)
主　題3： 看護師の患者接遇
講　師3： 川本　利恵　氏日本看護協会)
主　題4： R-CPC
講　師4： 松尾　収二　先生(天理よろず相談所病院)
主　題5： 接遇の基本
講　師5： トータルマナー株式会社
主　題6： 実践から学ぶ検査説明研修会
講　師6： 實原　正明　先生(飯田市立病院)
主　題7： 患者心理
講　師7： 肥後　直子　氏(京都府立医大)
主　題8： 患者説明の実際
講　師8： 佐守　友博　先生(大阪市立大学医学部附属病院)
主　題9： 検査説明・相談の模擬演習
講　師9： 田畑　泰弘　技師(育和会記念病院)
参加数： 総数：19名（京臨技会員：17名、実務委員：2名）
報告者： 増田　哲也(愛生会山科病院)

6．共催・後援・協力事業
6-1共催事業

事業名： 子宮頸がん啓発活動　子宮の日　LOVE49（再掲）
共　催　： 京都臨床細胞学会・京都府細胞検査士会

事業名： 平成27年度京都府糖尿病対策推進講習会（再掲）
共　催　： 京都府医師会

事業名： 第10回京都府細胞診ワークショップ（再掲）
共　催　： 京都臨床細胞学会　京都府細胞検査士会

事業名： 第51回京都病院学会　(再掲)
共　催　： 京都私立病院協会

事業名： 検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会（(再掲)
共　催　： 一般社団法人日本臨床衛生検査技師会

6-2後援事業
事業名： 第33回京都民医連中央病院　細胞診教育セミナー
日　時： 平成28年4月～12月
会　場： 京都民医連中央病院　病理技術課
主　催： 公益社団法人　京都保健会　京都民医連中央病院

事業名： 近畿心血管治療ジョイントライブ2016
日　時： 平成28年4月21日(木)～23日(土)
会　場： メルパルク京都
主　催： 株式会社ハート・オーガナイゼーション

事業名： 平成28年度　高校生の病院臨床検査室見学
日付：平成28年5月21日（土） 場所：京都民医連中央病院　10名
日付：平成28年6月11日（土） 場所：新京都南病院　6名
日付：平成28年7月16日（土） 場所：相馬病院　8名
日付：平成28年8月27日（土） 場所：京都工場保健会診療所　9名

昨年度の｢検査説明・相談のできる臨床検査技師育成講習会｣が行われました。宮島会長のビデオ講演をはじめ接
遇の基本や検査説明・相談を行うに当たり必要な知識や心構えに関する様々な講義、実習が行われました。今後
臨床検査技師が行うべき業務として期待されている検査説明・相談に関する様々な知識を得られた講習会でした。



第1号報告 第1号報告

日付：平成28年10月1日（土） 場所：西陣病院　10名
主　催： 京都保健衛生専門学校

事業名： 第26回日本臨床工学会
日　時： 平成28年5月14日(土)～15日(日)
会　場： 国立京都国際会館
主　催： 公益社団法人日本臨床工学士会・一般社団法人京都府臨床工学士会

事業名： 第39回シスメックスセミナー
日　時： 平成28年6月4日(土)　10：00～16：40
会　場： 神戸新聞松方ホール他
主　催： シスメックス株式会社

事業名： 第6回病理学技術者講習会
日　時： 平成28年6月25日(土)
会　場： 京都保健衛生専門学校
主　催： 公益社団法人　日本臨床検査同学院

事業名： 京都臨床検査技師セミナー2016
日　時： 平成28年9月9日(金)
会　場： ホテルグランヴィア京都
主　催： ブリストルマイヤーズスクイブ株式会社

事業名： こころ・からだ・生活の「弱さ（フレイル）」を多職種で支えていこう
日　時： 平成28年9月17日(土)　16：00～20：45
会　場： キャンパスプラザ京都　5階　第1講義室
主　催： 京都大学「フレイルと多職種連携研究会」研修会

事業名： 「世界糖尿病デー」糖尿病対策講座およびブルーライトアップ
日　時： 平成28年11月13日(日)～14日(月)
会　場： 京都府医師会館、二条城、東寺五重塔、京都タワー、京都府庁旧本館、

京都市役所、京都府立医科大学旧図書館棟
主　催： 京都府医師会、ＩＤＦ－ＷＰＲ、日本糖尿病協会、日本糖尿病学会、

日本糖尿病協会京都府支部、京都府糖尿病対策推進事業委員会、
京都府、京都市他

事業名： 第24回PSG研究会全国大会
日　時： 平成28年11月19(土)～20日(日)
会　場： 大阪シキボウホール
主　催： 日本ＰＳＧ研究会

事業名： 平成28年度市民公開シンポジウム
「怖～い動脈硬化を知って長生きしよう！」

日　時： 平成28年11月20日(日)　13：30～16：30
会　場： メルパルク京都
主　催： 公益社団法人日本放射線技術学会

事業名： 第14回病理・細胞診セミナー
日　時： 平成29年１月14日(土)　14：00～17：00
会　場： 神戸大学医学部会館シスメックスホール
主　催： サクラファインテックジャパン株式会社

事業名： 京都私立病院協会主催講演会
「iPS　細胞の医学応用へ向けた研究の現状について」

日　時： 平成29　年1月24日(火)　18:30～20:30
会　場： メルパルク京都6階会議室Ｃ貴船
主　催： 一般社団法人京都私立病院協会　臨床検査部会運営委員会

事業名： 第21回京都ＣＤＥの会講習会
日　時： 平成29年2月4日(土)　14:00～17:30
会　場： 専門学校YIC京都工科大学校
主　催： 京都北部ＣＤＥの会・ジョンソン＆ジョンソン株式会社

事業名： 第21回京都北部ＣＤＥの会講習会
日　時： 平成29年2月11日(土)　14:35～18:20
会　場： 舞鶴医療センター内地域医療研修センター
主　催： 京都北部ＣＤＥの会・大日本住友製薬株式会社

事業名： 第16回京都呼吸ケア研究会
日　時： 平成29年2月18日(土)　14：00～17：50
会　場： 京都リサーチパークバズホール
主　催： 京都呼吸ケア研究会
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事業名： 第5回臨床検査セミナーin　Kyoto
日　時： 平成29年2月18日(土)　13:00～17:30
会　場： ホテル京阪京都
主　催： 京都和光純薬株式会社

事業名： 日本医療マネジメント学会第14回京滋支部学術集会
日　時： 平成29年2月25日(土)　8:45～16:30
会　場： 京都テルサ
主　催： 日本医療マネジメント学会

事業名： 第6回病理技術向上講座
日　時： 平成29年3月11日(土)～12日(日)
会　場： 栗東芸術文化会館「さきら」中ホール
主　催： 滋賀県・滋賀県立成人病センター

6-3賛助
該当なし

6-4協力・出席　等

事業名： 日臨技季刊誌「ピペット」配置協力
京都市立病院・京都民医連中央病院・愛生会山科病院・京都桂病院・
京都第一赤十字病院・京都大学医学部附属病院・綾部市立病院・
洛陽病院・京都第二赤十字病院・京都南病院・相馬病院・
京都保健衛生専門学校（12施設）

事業名： 検体採取等に関する厚生労働省指定講習会
日　時： 平成28年4月30日(土)～5月1日(日)
会　場： ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター）
参　加： 荻野副会長・高嶋理事・小原理事、今川班長、会員8名

事業名： 京都保健衛生専門学校入学式
日　時： 平成28年4月6日(水) 白波瀬会長
会　場： 京都アスニー

事業名： 洛和会・山科医師会情報交流会
日　時： 平成28年7月2日(土) 白波瀬会長
会　場： 京都ホテルオークラ

事業名： 霞ヶ関子ども見学デー
日　時： 平成28年7月26日(火)～28日(木) 小澤副会長
会　場： 厚生労働省

事業名： 医療法人福富士会新病院竣工祝賀会
日　時： 平成28年9月9日(金) 白波瀬会長
会　場： ザ・リッツ・カールトン京都

事業名： 大臨技法人設立30周年及び技師会創立65周年記念式典・記念祝賀会
日　時： 平成28年9月17日(土) 荻野副会長
会　場： ホテル大阪ベイタワー

事業名： 平成28年度地域ニューリーダー育成研修会
日　時： 平成28年11月5日(土)～7日(月) 江口理事
会　場： 晴海グランドホテル

事業名： 日衛協第36回近畿支部臨床検査大会
日　時： 平成28年11月7日(月) 白波瀬会長
会　場： シェラトン都ホテル大阪

事業名： 京都私立病院協会創立52周年記念式典祝賀会
日　時： 平成28年11月18日(金) 四方副会長
会　場： リーガロイヤル京都

事業名： 京都私立病院協会新春会員懇親会
日　時： 平成29年1月21日(土） 荻野副会長
会　場： 京都ブライトンホテル

事業名： 日臨技情勢報告会・賀詞交歓会
日　時： 平成29年1月27日(金) 白波瀬会長 小澤副会長
会　場： 参議院議員会館

行事出席

協力
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事業名： 京都保健衛生専門学校卒業式
日　時： 平成29年3月8日（水） 荻野副会長
会　場： 京都アスニー

事業名： 医療法人社団育成会久野病院の竣工式典・内覧会
日　時： 平成29年3月25日（土） 佐藤理事
会　場： 医療法人社団育成会久野病院

事業名： 奈良臨技法人設立30周年創立60周年記念式典・記念講演・記念祝賀会
日　時： 平成29年3月26日（日） 白波瀬会長
会　場： ホテル日航奈良

6-5．各種表彰
該当なし

7.総務事業

日臨技組織強化セミナー

事業名： 日臨技組織強化セミナー
日　時： 平成28年4月5日(火)　18:30～20:00
場　所： 京都保健衛生専門学校　
主　題1： 現状の医療の問題点と今後の展望
講　師1： 宮島　喜文　技師(日臨技会長)
参加数： 総数：38名（京臨技会員：35名）
報告者： 小澤　優（京都保健衛生専門学校）

昨年度の日臨技組織強化セミナーでは、日臨技宮島喜文会長を講師に迎え、臨床検査技師の現状と問題点、
これからの臨床検査技師はどうあるべきか。また、現状の医療の問題点と今後の医療展望について講演してい
ただきました。

平成24年4月一般社団法人に移行した本法人は、主務官庁へ提出の公益目的支出計画を予定通り実施し27年度
末決算にて完了しました。
平成28年度末、会員数1068名、会員施設数149施設、賛助会員59社、協力施設2施設でした。


